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図1．見せかけの回帰の一例（Hendry（1980）から引用）．



































                   Σ仁。（ereオー王）2               Dw＝                     Σ£、e妻
によって定義される．Dπの分子で，Tが大きいときにΣe妻とΣe葦一、を同一視すれば，
                 。 Σと。e．e。一。
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 データ生成過程（data generating Process；DGP）については，以後｛κ。｝，｛〃という2つ
の一変量時系列が，各々独立なランダムウォーク過程にしたがって発生していると仮定する；












 （3．2）                   ル＝3＋βル十ゐ，     広二1，．．．，7’；
を行ったときの∂，β，才、とCβ（α，βの彦比），R2，D豚たとの極限分布，あるいは極限分布が存
在するためのノーマライザーを求める際に有効な道具がinvariance princip1eである．
 3．2  Imvariamce pri11cip1e
 本節では，確率論でよく知られた結果であるinvarianceprincip1eについて解説しておく．本
                                      豆節の内容は，畠中（1991）の簡潔な記述ならびにBi11ings1ey（1968）によった．以後一→は法
則収束（convergence in distribution），⇒は弱収束（weak convergence），W（・）はウィー
ナー過程，［M］はMを越えたい最大の整数を表す．
 ｛ξ。｝がi．i．d．で五（ξ土）＝0，亙（ξ多）＝σ2のとき，S。＝ξユ十…十ξ。とすると，ξ圭の分布によらず，
             9T↑∞とともに（汀σ）一1Sτ一→M（0，1）（≡W（1））とたる．これは中心極限定理（CLT）であ
るが，invariance princip1eはその一般化である．いま
                   1（33）     Xτ（・）＝汀σS凧 0≦プ≦1
とおけば；Xτ（プ）は区間［0，1］で定義された確率過程である．このときξ士の分布によらず，
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    一σ・幸ズ、、・舳・・1（1）
    一σ・∫’舳糾・1（1）







（・．・）   ・一・幸κ一σ1∫’附・1・…∞
を得る．次式を導くには別の議論を経由しなければならたいのだが，それについては次の3．4節
で触れることとして結果を先に述べておくと





 38             統計数理 第4ユ巻 第1号 ユ993
 最終的に関心のある推定量や統計量の極限分布については，例えばβであれば，
            一＾＿Σル（κr元）＿T－2Σ〃ルーT’1夕π            β一      一               Σ（ルー方）2  T■2Σ（ルー万）2
として，これにinvariance princip1eと。ontinuous mapPing theoremを適用する．同様の議
論の繰り返しで，見せかけの回帰について以下の結論にいたる．r↑・・のとき，
 1．βは，独立なウィーナー過程γ（広），灰（広）（0く才く1）g汎関数で表される確率変数に法
   副収束する．即ちOLS推定量は一致性を持たたい；
          、豆仇1∫’γ（1）w（1）a1一∫’γ（1）al∫’舳）al／




















              ル＝κH＋m，  C＝1，2，．．．
ここで｛m、｝はi，i．d．（0，Σ）とする．X。（7）＝T■1’2Σ1T『］mゴとしてスカラーの場合と同様に
randOm e1ement Xτ（プ）を構成すると，適当な条件の下で多変量でもinvariance princip1eが
成立する；’



























                 M’D＝！（γ，P，∫）
と書いたのが，図中のTheoryに該当する．Theoretica1mode1とは，これに数学的に明示的た
表現を与えたもので，たとえば
                 MD＝λγαlpα・∫α・
あるいは






            1n M士＝αo＋α11nγ｛十α21n Pf＋α3王nム




















































































1960           1965 1970           1975
図3．

































                     為 （5．1）             ．    κ｛＝μ十Σノしκf＿ゴ十ε±




                   尾一1 （5．2）         ∠灼＝μ十Σ八ルH＋∬わ一。十ε。
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Econometric Mode1s and Spurious Regressions
           Yoshinori Kawasaki
     （The Institute of Statistical Mathematics）
    Spurious regressions and other re1ated topics innon－stationary timeseries ana1ysis are
exp1ained．WebrienyreviewGrangerandNewbo1d’ssimu1ationstudyonspuriousregres－
sions and then the ana1ytic resu1ts given by Peter Phinips． To avoid spurious regressions，
unit roots tests p1ay an important ro1e as pre－tests，and cointegration apProaches serve to
recover the possib1e information1oss caused by such a conventiona1detrending method as
differencing．Wea1sodiscusssomeprob1emsofusua1‘textbook approach’ineconometrics
and a1so the di箭。u1ty of trend specification for macroeconomic time series．
Key words：SPuriOus regression，unit rOot test，cOintegratiOn，invariance princip1e．
